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三
番
右
〕
伊

｛
ず

神
祭
備
の
み
も
ろ
の
山
の
着
か
づ
ら

う
ら
吹
き
か
へ
す
秋
は
き
に
け
り

〔
三
番
左
〕
中
納
言
家
持

和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み

あ

し

べ

　

　

　

　

た

ず

葦
辺
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指
し
て
鶴
鳴
き
わ
た
る

〔
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右
〕
山
部
赤
人
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あ

大
原
や
小
塩
の
山
も
け
ふ
こ
そ
は

神
代
の
こ
と
も
思
い
出
づ
ら
め

〔
四
番
左
〕
在
原
業
平

お

み

な

え

し

名
に
め
で
て
を
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花

わ
れ
落
ち

人
に
語
る
な

〔
四
番
右
〕
僧
正
遠
昭

春
昏
野
に
若
菜
摘
み
つ
、
よ
ろ

心
は
袖
ぞ
知
る
ら
む番

左
〕
素
性
法
師

め
ぬ
さ
く
ら
≠猿

〔
六
番
右
）
小
野
小

間
に
あ
ら

も

〔
七
番
左
〕
藤
原
兼
輔

の
梅
が
枝
に
鳴
く
う
ぐ
ひ
す
は

風
の
便
り
に
香
を
や
と
め
来
し

〔
七
番
右
〕
中
納
言
朝
忠

雲
居
に
て
雲
居
に
見
ゆ
る
か
さ
、
ぎ
の

な

〔
八
番
左
〕
権
中
納
言
敦
忠

に
乱
れ
て
も
の
は
恩
へ
ど
も

萩
の
下
葉
の
色
は
変
わ
ら
じ

八
番
右
〕
　
藤
原
高
光
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み

や

っ

こ

と
の
も
り
の
と
も
の
宮
奴
心
あ
ら
ば

こ
の
春
ば
か
り
朝
清
め
す
な

〔
九
番
左
〕
源
公
忠
朝
臣

の
川
霧
立
ち
濡
ら
し

山
の
木
の
葉
も
色
ま
き
り
ゆ
く

〔
九
番
右
〕
壬
生
忠
琴

′

ヽ

も

大
空
に
風
待
つ
ほ
ど
の
蜘
味
の
井
に

心
細
さ
を
思
ひ
や
ち
な
む

〔
十
番
左
〕
斎
宮
女
御

散
る
ま
で
は
来
つ
、
だ
に
み
む
春
雨
に

わ
れ
を
濡
ら
す
な
梅
の
花
壁

〔
十
番
右
〕
大
中

青
野
山
雪
に
は
あ
と
も
絶
え
に
し
む

か
す
み霞

ぞ
春
の
し
る
し
な
り
け
る

〔
十
二
番
右
〕
源
　
信
明

い
そ
の
か
み
古
に
し
里
を
来
て
見
れ
ば

昔
花
挿
し
し
花
咲
き
に
け
り

【
十
三
番
左
〕
藤
原
清
正

－
こ
も
し

ほ
と
、
ぎ
す
ま
つ
に
つ
け
て
や
照
射
す
る

夏
の
山
辺
に
夜
を
明
か
す

〔
十
三
番
右
〕
源
　
　
順



い
た
づ
ら
に

花
見
で
暮
ら

は
思
ほ
へ
で

き

〔
十
四
番
左
）
藤
原
輿
風

に
し
え
も
登
り
や
し
け
む
芳
野
山

の
露
か
と
間
は
む
人
も

ふ
袖
を
指
し
て
答
へ

〔
十
五
番
右
〕

散
る
を
こ
そ
哀
れ
と
今
年
の
梅
の
花

花
や
こ
と
し
の
人

し
の偲

ば
む

る
あ
た
り
は
時
な
ら
ぬ

る
里
の
垣
根
と
ぞ
見
る

〔
十
七
番
左
〕
大
中
臣
能
宣
朝
臣

い
づ
方
ｈ

て
行
く
ら
む
は
と
、
ぎ
す

夜
ふ
か
き
に

〔
十
七
番
右
〕
壬
生
忠
見

た
よ
り便

あ
ら
ば
い
か
に
都
へ
告
げ
や
ら
む

今
日
白
川
の
関
は
越
え
ぬ
と

〔
十
八
番
左
〕
　
平
　
兼
盛

鷺
の
声
な
か
り
せ
ば
雪
消
え
ぬ

山
里
い
か
で
春
を
知
ら
ま
し

〔
十
八
番
右
〕
　
中
　
　
務
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今を生きる

私からあなたへ

部落差別を正しく理解するため

の催し「講演と映画の集い」が7

月8日、中央公民館の大ホールで

開かれました。

講演では、福永謙二さんと坂田

真由美さんが、ギターを抱えて歌

と語りのコンサートを披露。

戦争や子どもを題材にした歌の

中に、部落開放への思いを込めて

歌います。

「♪この世でたった一つのかけ

がえのないものそれは君の輝き君

の命　今日に生きる私と明日に生

きる君がつながり合うように語り

合おう」と、福永さんと坂田さん。

人間それぞれ、違いを認めあっ

て生きていくことの大切さをしみ

じみと歌いあげました。

さわやかなパリの風に乗って、

シャンソンの甘いメロディーがホ

ールを包みます。7月18日、中央

公民館で岸本信明さんのシャンソ
ンリサイタルがありました。

幕が開くと同時に歌い始めた岸

本さんは、「幸福を売る男」「パ

リ・パナム」「パリの橋の下で」

など次々とシャンソンを披露。第
やし

2部では、「浜辺の歌」や「椰子

の実」を客席の中に入ってみんな

で歌うなど、サービスを振りまき
ました。

「シャンソンは初めてです。す

てきな声に魅了されました」と、

客席の最前列にすわった甲斐洋子

さん（胡歳・二）。

満席の会場からは、アンコール
の拍手が巻き起こりました。

さわやかな

バリの風はいかが



珍　客　訪　問
タヌキの親子が毎日、猪熊の富松さんの庭にエサをねだ

りにやって来ます。
二か月ほど前、裏山でタヌキを見かけたので、富松さん

がご飯の残りなどをやると、きれいに食べたそうです。
それからというもの、毎日姿を現すようになり、今では

夕方の決まった時間になると、庭でエサの来るのをじっと

待っています。
「ごはんよ。早く下りておいで」と、奥さんのツヤさん

が呼ぶと、山の斜面を夫婦でかけ下りてきて、エサをくわ
えてまた上がっていきます。

最近は、家族が増え、子ども5匹が草むらでちょろちょ

ろ。子どもが食欲旺盛なのか、親が少しやせたようです。
みんな元気に育って欲しいものですね。

遊べる川って、ステ串だね！
7月26日、遠賀川河川敷公園で「リバーピュアｍＯＮ

ＧＡ’92」が盛大に催されました。

『遊べる川って、ステキだね』を合言葉に始まったこの

催しも今年で3回凱幸いこの日は天気に恵まれ、会場は

約1万2千人の見物客でにぎわいました。

川の上では、暑さを吹き飛ばすようにカヌーや水上スキ

ーの模範演技のほか、ヨットや水上バイクの体験試乗も行

われました。年に一度の光景に、会場のあちこちから大き

な歓声があがっていました。

陸上では、郡消防署のレスキュー隊による演技や、特産

品即売会、スケッチ大会など盛りだくさんのイベントも催

され、多くの人が夏の一日を川で楽しく過ごしました。

暑さを吹き飛ばす夏
祭りが各地区で行わ
れ、本格的な夏がス
タートしました。

0
こ
の
日
ば
か
り
は
無
礼
講
。
バ
ツ
ピ
姿
の
女
性
た
ち
が

み

こ

し

御
輿
を
か
つ
い
で
団
地
の
中
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
（
7
／
2
6
）

0今年で2回目の水巻葉月まつり。

ユニー目前は大にぎわいです。（7／24）

0毎年ユニークな山笠が登場する
頃末の夏越祭。（7／18）



健康づくりシリーズ㊥

こ
ね
に
ち
格
保
健
婦
で
す

』
の
お
話
し

「
ミ
ル
ク
や
母
乳
だ
か
ら
安
心
」
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ
2
国
目
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
虫
歯
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

ミ
ル
ク
や
母
乳
で
も
虫
歯
に

ほ
に
ゆ
え
ノ

哺
乳
ぴ
ん
の
誤
っ
た
使
い
方
で
、
虫

歯
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
の
が
哺
乳
ぴ
ん

虫
歯
で
す
。
哺
乳
ぴ
ん
を
使
用
し
た
場

合
、
ダ
ラ
ダ
ラ
飲
む
習
慣
が
多
く
な
る

か
ら
で
す
。

本
来
の
授
乳
時
間
以
外
に
与
え
る
乳

酸
飲
料
や
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、
シ
ョ
糖
が

含
ま
れ
、
強
い
酸
性
を
示
し
ま
す
。
こ

の
シ
ョ
糖
と
酸
が
化
学
反
応
を
起
こ
し

虫
歯
を
つ
く
る
の
で
す
。
生
え
た
ば
か

り
の
乳
歯
は
、
表
面
組
織
が
ま
だ
未
熟

で
す
。
長
時
間
哺
乳
ぴ
ん
で
こ
れ
ら
の

飲
み
物
を
与
え
て
い
る
と
、
歯
は
侵
さ

れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

ミ
ル
ク
や
母
乳
に
も
乳
糖
と
い
う
糖

分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ダ
ラ
ダ
ラ

飲
む
の
は
禁
物
。
こ
の
時
期
の
赤
ち
ゃ

ん
の
虫
歯
予
防
の
た
め
に
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
授
乳
時
間
を
守
っ
て
哺
乳
ぴ

ん
を
い
つ
ま
で
も
持
た
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
特
に
眠
る
前
の
哺
乳
ぴ
ん

の
使
用
は
注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

お
や
つ
に
は
要
注
意

赤
ち
ゃ
ん
は
甘
い
味
が
大
好
き
で
す

甘
い
味
付
け
に
傾
か
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
喜
ん
で
食
べ
る
か
ら

と
い
っ
て
甘
い
味
付
け
に
す
る
の
は
絶

対
に
ダ
メ
。
甘
い
も
の
し
か
食
べ
な
く

な
り
、
偏
食
、
虫
歯
を
誘
い
ま
す
。

虫
歯
の
多
い
子
ど
も
は
、
ケ
ー
キ
に

甘
い
ジ
ュ
ー
ス
と
い
う
よ
う
に
、
甘
い

も
の
に
甘
い
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
甘
い
お
菓
子
を
食
べ
る
と
き
は

甘
く
な
い
飲
み
物
に
し
た
万
が
か
え
っ

て
甘
さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。
そ
の
う
え

砂
糖
量
が
半
分
に
な
る
の
で
す
か
ら
一

挙
両
得
で
す
。

大
切
な
の
は
生
活
リ
ズ
ム

食
べ
て
、
寝
て
、
遊
ぶ
こ
と
が
幼
児

の
生
活
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
づ
く
り
の
基
本
は
、
食
事
時
間
。
こ

れ
が
決
ま
っ
て
く
れ
ば
、
あ
と
は
自
然

に
時
間
配
分
さ
れ
て
き
ま
す
。

大
人
の
都
合
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
を
乱

し
て
し
ま
う
と
、
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
に
な

り
や
す
く
、
虫
歯
を
つ
く
る
原
因
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

て
い
る
授
乳
期
の
赤
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か

ら
離
乳
期
に
か
け
て
、
食
べ
物
の
好
き

嫌
い
や
食
べ
方
が
決
ま
る
大
切
な
時
期

で
す
。
規
則
正
し
い
食
生
活
の
リ
ズ
ム

を
作
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
ケ
。

遵 ●対象者の
◇水巻町に住所がある人
◇国民健康保険、または社会保険に加入している人◇生活保護法による保護を受けていない人◇本人、または扶登義務者の所得額がヰ定の衝以内の人
●対　象　者
母子家庭
◇夫と死別、または離婚をして現在結婚をしていない18歳未満の子を扶養している母子家庭の母と未婚の母
（夫が身体障害者で障害の程度が身体障害手帳の1、
2級に萩当ずる場合も含む）◇母子家庭の母た扶養されている3歳以上18歳未満の子◇父母のない子のうち3歳以上18歳未満の子
一人暮らしの寡婦
、◇夫と死別または離婚した人で、子供からの仕送りを受けないで、税法上の扶養親族になっていない一人暮ら
・しの寡婦 】陛　　　　　　　　ｔ．ｌｌ八

茫輩洋誉璃説養詔宰㍗燕㌫※
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妻室莞 葦葦碁沃

丸 こミ…．・

瑚ヽ．、

．－′、、Å －．、．
ラ

釆 雇もｊ一．ぶ鷲相賀為。′Ｊｋｅ、くく・、Ｖだ豆隼雷母子家庭等医療制度

水巻町が行っている医療費の公費支給制度のひとつに

母亨家庭等医療があります。母子家虞等医療は、18歳未

満の亨を扶蒸している母子家庭の母と亨、父母のない亨

一人著らしの寡婦の福祉の増進を図るため、医療費轟公
賓で負担する制度です。

考の制度に、8月から新しく社会保検本人も細入する

車　　†　　　　　 、‾尤ヽＬ　　　　一　三、ノ　　　　　　　 ′

陳医療係で申請の手続きを行ってください。 配：．】毒 通 読濫払 ＿一．．狂 陰 険 ′1環
ノ
丁．1
ナ⊥
了〔潤
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夏を待っていたかのように7月5日のスポーツ少年団

水泳大会に続き、7月19日に第33回郡民体育大会水泳競

技が町民プールで開かれました。結果は、総合の部で準

優勝の成績を収めたはか、個人でも郡大会新記録三つを

含む12の種目で優勝しました。

（水巻町からの県大会出場者・13人）

○内門知亜紀・後田洋佑・田中友規・後田光広・梶原一

徳・藤崎智也・増田知紀・藤崎友希・山本遺泰・花本剛

・山下政二・鬼木圭介・山本佳代子

録●●⑳⑳⑳⑳◎⑳⑳⑳⑳⑳⑳帝珍⑳◎噛⑳⑳⑩魯鎗…●◆…●ｅ

7月12日、地域婦人バレーボール大会が町民体育館で

行われました。今回の参加は8チーム。家事や仕事の合

間の練習で鍛えあげたチームワークで、－回戦から熱戦

が繰り広げられました。試合の結果は次のとおりです。

優勝　猪熊ママ　　準優勝　上二クラブ

3位　下二クラブ・頃末クラブ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

頃未バレースポ少九州大会へ
頃末′ヾレーボールス

ポーツ少年団男子チー

ムが、全日本バレーボ

ール小学生大会県大会

を3位で通過。8月18

日から福岡市で行われ

る九州大会に出場しま

す。健闘を祈ります。

珠
を
は
じ
く
指
寺

軽
や
か
に

青
少
年
珠
算
競
技
大
会

パテパテとそろばんの音が軽やかに響きます。7月12日、

中央公民館で小中学生を対象とした青少年珠算大会が開かれ

ました。今年の参加者は68人。競技の結果は次のとおりです。

【個人の部】

●4年生〔金賞〕鈴鹿泰宏（頃末小）・本野裕美（頃未小）

・原崇（吉田小）　●5年生①皆川信次郎（吉田小）④大田

由夏（机小）⑨美漠晴美（猪熊小）　●6年生①原田美佳

（伊左座小）㊥海江元一美（頃末小）⑧上田順子（伊左座小）

●中学生①杉野寿子（南中）⑧山本晒憲（水中）⑧安恒健二

（水中）

【読上算の部】

●小学生①海江元一美（頃未小）⑧黒木美伸（猪熊小）⑧平

野敬史（頃末小）　●中学生①杉野寿子（南中）⑧幸村枝美

（南中）⑧小林衣智子（水中）

【読上暗算の部】

●小学生①海江元一美（頃末小）⑧白石愛美（机小）⑨上田

噸子（伊左座小）　●中学生①巴田洋子（水中）⑧小林衣智

子（水中）（訂杉野寿子（南中）

●◆＝…ＨＭＨ●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

6月26日、少年補導の永年功労者として、赤時重俊さ

んと松尾徳之祐さんの二人に県警本部長から感謝状が腰

られました。赤時さんは23年間、松尾さんは17年間の長

年の地道な活動が評価されたものです。

赤時重俊さん（新生街）　　松尾徳之祐さん（古賀）

ダ



体
験
談
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
の
主
張
」
を
募
集
中

福
岡
県
障
害
福
祉
課

障
害
者
本
人
や
障
害
者
と
と
も
に
生

活
し
て
い
る
家
族
の
人
が
、
日
ご
ろ
か

ら
考
え
て
い
る
意
見
や
、
体
験
談
を
募

集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

心
の
輸
」
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
　
「
私
の

十
年
」
ほ
か
に
も
自
由
な
テ
ー
マ
で

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
ん
で
い
る
障

害
者
と
そ
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
　
9
月
9
日
ま
で

●
字
　
数
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
五

枚
以
内
。
視
力
障
害
者
は
点
字
で
の

応
募
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
民
生
部
障
害

福
祉
課
＝
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公

園

7

番

7

号

　

℡

（

0

9

2

）

6

4

1

局

4

7

6

1

番

へ

が
ん
ば
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

福
岡
県
教
育
庁

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病
弱

や
発
育
不
完
全
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

きカン散乱防止強化月

れいな町にするために

水巻町地区衛生推進協議会では、8

月23日に町内全域で空きカン・空き

ビンの回収運動を行います。

の参加を当日は、轟世帯から

お願いします。

●と　き　8月23日午前8時｝10時

●問い合わせ　役場環境衛生ず

理
由
で
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
を
対
象
に

行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
、
高
等

学
校
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
受
付
期
限
　
9
月
2
日
（
水
）
ま
で

点
字
受
験
の
人
は
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
　
1
1
月
6
日
（
金
）

●
試
廟
科
目
　
国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
外
国
語

一
皮
で
全
科
目
を
受
験
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
に
分
け
て
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
試
験
会
場
　
福
岡
県
教
育
庁
（
県
庁

4
階
）

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
福
岡
県

教
育
庁
学
事
免
許
係
℡
（
0
9
2
）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

へ

行
方
不
明
者
を
さ
が
す

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

福
岡
県
警
察
本
部

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

〆■、

県
警
本
部
で
は
、
身
元
確
認
強
調
月

間
の
行
事
と
し
て
、
「
行
方
不
明
者
を

さ
が
す
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
相
談

に
は
、
写
真
な
ど
手
が
か
り
に
な
る
も

の
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
。

●
と
　
き
　
9
月
ｌ
日
か
ら
5
日
ま
で

の
5
日
間
、
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
警
察
本
部
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
＝
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

●
相
談
内
容
　
▽
家
を
出
て
長
期
間
に

な
る
が
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
▽
遺

書
や
言
動
か
ら
自
殺
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
▽
病
弱
・
年
少
な
ど
の
た
め
死

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
▽
犯

罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
．
－
－
－
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警
察
本
部
刑

事
部
鑑
識
課
℡
（
0
9
2
）
6
4
1

局

4

1

4

1

番

（

内

）

2

7

3

6

へ

「

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
視

覚
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
議
習
会
】

▽
対
．
象
　
1
8
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
点

訳
奉
仕
活
動
を
永
続
す
る
意
思
の
あ

る
人

【
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▽
対
　
象
　
1
8
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
次

の
条
件
を
満
た
す
人

①
国
語
（
文
字
や
言
葉
）
に
開
心
を

持
ち
、
読
書
好
き
な
人

⑧
講
習
会
終
了
後
、
自
宅
で
録
音
作

業
が
可
能
な
人

⑧
福
岡
点
字
図
書
館
ま
た
は
、
県
下

の
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

施
設
や
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
活

動
し
て
く
だ
さ
る
人

【
募
集
内
容
】

●
期
　
間
　
9
月
1
0
日
か
ら
1
2
月
1
1
日

（
点
訳
は
1
2
月
1
0
日
）
ま
で
の
計
1
3
回



毎
週
木
曜
日
（
朗
読
は
金
曜
日
）
の

午
後
2
時
か
ら
4
時
3
0
分

※
休
講
日
　
点
訳
＝
1
0
月
2
9
日
　
朗

読
＝
1
1
月
6
日

●
会
　
場
　
筑
紫
野
市
文
化
会
館
（
筑

紫
野
市
大
字
上
古
賀
2
2
4
番
ｌ
）

℡

（

0

9

2

）

9

2

5

－

4

3

2

1

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
職
業
を
記
入
し
、
8
月
2
2
日

ま
で
に
福
岡
点
字
図
書
館
（
〒
8
1
8
1
0
1

太
宰
府
市
三
条
1
丁
目
4
番
2
号
）

℡

（

0

9

2

）

9

2

4

局

5

1

7

0

番
へ

9
月
か
ら
完
全
週
休
二

自
制
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県

の
行
政
機
関
は
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
行
政
機
関
は
、
土
曜

日
で
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
県
立
病
院
　
遠
賀
病
院
・
太
宰
府
病

院
・
黒
木
病
院
・
朝
倉
病
院
・
柳
川

病
院
・
嘉
穂
病
院

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
　
大
濠
公
園

能
楽
堂
・
県
立
図
書
館
・
九
州
歴
史

資
料
館
・
県
立
総
合
プ
ー
ル
な
ど

●
県
立
学
校
　
県
立
大
学
・
県
立
高
等

学
校
（
第
2
土
曜
日
は
休
業
）
な
ど

●
警
　
察
　
派
出
所
・
駐
在
所
・
1
1

0
番
・
警
察
署
（
事
件
、
事
故
、
交

通
指
導
取
締
り
）
な
ど

※
運
転
免
許
試
験
場
の
業
務
は
、
9
月

か
ら
土
曜
日
は
休
み
ま
す
が
、
第
1
日

曜
日
＝
筑
豊
試
験
場
、
第
2
日
曜
日
＝

北
九
州
試
験
場
、
第
3
日
曜
日
＝
筑
後

試
験
場
、
第
4
・
5
日
曜
日
＝
福
岡
試

験
場
で
更
新
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
旋
設
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
猪
熊
　
　
　
故
・
原
田
シ
マ
子
様

原
田
　
知
道
様

●
二
　
　
　
　
故
・
兼
松
　
民
子
様

末
松
　
保
　
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
藤
田
ハ
ル
ノ
様

兼
重
　
大
和
様

●
八
幡
東
区
　
故
・
矢
羽
田
冨
士
雄
様

祇
園
町
　
　
　
　
矢
羽
田
房
雄
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
前
垣
内
　
勇
様

前
垣
内
千
代
子
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
伊
藤
　
薪
衣
様

伊
藤
　
浩
二
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
山
下
　
勝
　
様

山
下
ナ
ツ
子
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
池
上
バ
ツ
ネ
様

厨仏参石

財アダニ

水の朋八二

漏水は突発的に起こるもので、

発見が早いほどその量が少なくて

すみます。水道課では定期的に町

内の漏水調査を行っていますが、

発見が遅れがちです。

これまでみなさんがらの通報に

より、多くの漏水を早期に発見す

ることができました。

漏水を見つけたら、すぐに役場

水道謀まで連雑してください。ご

協力をお願いします。

池
上
　
末
男
様

●
伊
左
座
　
　
故
‥
水
沼
ト
キ
ヱ
様

永
沼
　
義
人
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
崎
元
　
キ
セ
様

崎
元
　
忠
明
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
浅
野
政
二
郎
様

浅
野
　
益
美
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
内
田
　
徳
　
様

内
田
マ
ツ
ノ
様

初
盆
供
養
と
し
て

●
お
か
の
台
　
故
・
井
上
　
大
介
様

訂
正
と
お
わ
び

井
上
　
様

庶
　
務
　
係

広
報
7
月
2
5
号
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

°

ル
の
催
し
物
の
中
で
「
ピ
ア
ノ
互
林
艮

・
門
下
生
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

°

「
ピ
ア
ノ
瓦
林
良
・
門
下
生
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

人

謝幽学潮解
●と　き

8月27日㈱～

午前6時～

●とこ3

岡垣町町民

総合グラウンド

（雨天ト町民武道場）

ｇｇ



診職人⑳

ゆ
り
く
り
静
か
に

飛
び
だ

か
み
が
き

臥
整
那
イ
ダ
ｌ
上
垣

ゝ
「

Ｌ
Ｖ

わ
た
る

漕
虐
（
6
9
歳
±
）

「
人
間
は
も
と
も
と
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
は
つ

く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
　
少
し
の
余
力
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
鍛
練
す
る
こ
と
で
、
や
っ
と

鳥
の
ま
ね
ご
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
語
る
の

は
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

か
み
が
き
わ
た
る

を
始
め
た
上
垣
済
さ
ん
。

戦
争
中
、
ゼ
ロ
戦
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
上

垣
さ
ん
は
、
空
を
飛
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
戦
後
は
航
空
自
衛
隊
で
、
主
に
飛
行
部
隊

の
指
揮
官
と
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
乗
り
、
若
手

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

退
役
後
も
、
や
は
り
空
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強

く
、
今
度
は
ゆ
っ
く
り
静
か
に
飛
ん
で
み
た
い

と
思
い
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

「
私
が
山
か
ら
初
め
て
飛
ん
だ
の
は
、
平
尾

台
が
最
初
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
昔
も
な
く
、
静

か
に
、
風
の
音
を
体
に
感
じ
な
が
ら
飛
び
ま
し

た
。
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
ね
。
空
を
飛
ぶ
の

は
最
高
で
す
」
　
と
、
感
想
を
語
り
ま
す
。

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
三
角
の
翼
の
下
に
体

を
つ
る
し
、
体
重
の
移
動
で
飛
行
姿
勢
を
決
め

な
が
ら
滑
空
す
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
す
。
普
通
の

体
力
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

「
ジ
ェ
ッ
ト
機
も
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
大
気

中
を
飛
ぶ
原
理
は
同
じ
で
す
。
教
え
る
こ
と
に

自
信
が
持
て
る
の
は
、
や
は
り
今
ま
で
の
経
験

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
大
空
を
雄
飛
す

る
何
と
も
い
え
な
い
感
激
を
、
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
空
に
あ

こ
が
れ
る
人
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
　
と
、
上
垣
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

骨
Ｙ
一
撃
…

℡
7
月
お
目
号
の
表
紙
に
載
っ
て
い
た

ス
イ
カ
の
お
面
を
作
る
の
に
、
3
人
が

か
り
で
悪
戦
苦
闘
。
広
報
づ
く
り
に
必

要
な
も
の
は
、
文
章
力
、
写
真
の
技
術
、

そ
し
て
徹
夜
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
先
の

器
用
さ
も
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

▽
運
動
不
足
の
解
消
と
気
分
転
換
の
た

め
に
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
と
き
、
足
を

な
ん
ぎ

捻
挫
。
周
囲
か
ら
は
「
そ
ん
な
に
若
く

な
い
の
だ
か
ら
し
と
か
「
こ
れ
で
少
し

は
お
と
な
し
く
な
る
ね
」
と
い
っ
た
声

も
ち
ら
ほ
ら
。
体
力
づ
く
り
も
難
し
い

も
の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
（
蔵
元
）

義
今
月
の
特
集
「
三
十
六
歌
仙
絵
馬
の

考
証
」
は
、
石
塚
車
き
ん
の
研
究
費
料

を
基
に
編
集
し
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料

を
提
供
さ
れ
た
石
塚
さ
ん
の
ご
協
力
に

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

絵
馬
が
飾
ら
れ
て
い
る
拝
殿
は
、
普

段
は
閉
じ
ら
れ
て
い
て
見
学
は
で
き
ま

せ
ん
。
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
石
塚

章

さ

ん

（

℡

2

0

1

局

3

8

9

1

番

）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
神
社

や
絵
馬
の
管
理
上
、
た
び
た
び
拝
殿
を

開
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
見
学

は
、
団
体
あ
る
い
は
多
人
数
で
申
し
込

ん
で
く
だ
き
い
。
　
　
　
　
（
嶋
田
）
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